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森
田　

潔　

学
長

―地域総合研究センター開所で、
協働の取り組み強化―

森
田
潔
学
長
が
「
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

掲
げ
た
「
美
し
い
学
都
」
の
実
現
に
向
け
、

知
的
拠
点
と
な
る
「
岡
山
大
学
地
域
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Aア
ゴ

ラ

G
O
R
A
）」
が

11
月
15
日
、
開
所
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
大
学
の
社
会
貢
献
活
動

の
調
整
・
強
化
▽
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
▽
地

域
連
携
に
関
す
る
窓
口
機
能
▽
研
究
の
蓄

積
と
情
報
発
信
―
を
活
動
の
柱
に
、
大
学

が
岡
山
県
内
の
自
治
体
、
経
済
界
、
各

種
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェク
ト
に
取
り
組
む
。

「
地
域
の
人
々
と
連
携
し
つつ
、
地
域
の

善
き
頭
脳
、
地
域
の
た
め
の
優
れ
た
人
材

養
成
の
場
と
な
り
、
知
的
に
高
度
な
地
域

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
大
学
を
つ
く
り
た

い
。
さ
ら
に
、岡
山
大
学
を
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
人
文
社
会
、
教
育
、

環
境
、
自
然
、
医
療
の
分
野
を
包
含
し

た
国
際
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
大
学
に
押
し
上
げ
、
そ
こ
か
ら
真
に
個

性
的
な
卓
越
し
た
大
学
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
。
岡
山
の
地
に
あ
っ
て
こ
そ
世
界
か

ら
人
が
集
ま
り
、
世
界
に
輝
く
大
学
に
」

岡
山
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
こ

の
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
と
い
う
使
命

の
も
と
、
開
所
し
た
地
域
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、

地
域
と
手
を
携
え
た
大
学
の
社
会
貢
献
が

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。



ICHO NAMIKI No.63●いちょう並木 3いちょう並木●No.63ICHO NAMIKI 4

地
方
分
権
化
が
進
む
中
、
大
学
と
し
て
の
戦
略
的
な
地
域
貢
献
を
通
じ
て
地
域
と

の
絆
を
深
め
、
魅
力
的
な
都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
岡
山
大

学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
A
G
O
R
A
）。
セ
ン
タ
ー
長
の
荒
木
勝
理
事
（
社

会
貢
献
・
国
際
担
当
）
に
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
聞
い
た
。

地
域
と
大
学
が
協
働
で

美
し
い
学
都
創
成

協
力
し
て
い
く
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
。

都
市
の
大
き
な
魅
力
に
「
人
が
育
つ
」
と
い
う
の

が
あ
る
。
欧
州
で
は
誇
る
べ
き
教
育
機
関
を
持
つ
こ

と
が
、
住
む
都
市
選
び
の
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
岡
山
大
学
も
市
民
に
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る

大
学
で
あ
り
た
い
。
大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
だ
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
研
究
・
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
も

な
る
だ
ろ
う
。

―
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
は
。

岡
山
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
先
生
方
個
人
の

貢
献
活
動
を
は
じ
め
、
医
学
部
の
地
域
医
療
、
研
究

推
進
産
学
官
連
携
機
構
と
地
元
企
業
と
の
技
術
的
な

連
携
、
社
会
文
化
科
学
研
究
科
で
の
経
済
界
、
自
治

体
、
N
P
O
な
ど
と
の
研
究
会
開
催
な
ど
、
地
域
連

携
の
実
績
は
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
年
間
約
5
7
0
0

件
に
上
る
。
た
だ
、
大
学
全
体
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
が
不
明
確
で
、
戦
略
的
に
取
り
組
む
方
法
を
模

索
し
て
い
た
。
そ
こ
に
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
学
都
構

想
を
具
現
化
す
る
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
が
明
示
さ

れ
、
設
立
に
至
っ
た
。

「
A
G
O
R
A
」
と
い
う
名
称
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
知
恵
を
借
り
、「
直
接
、
人
々
が
意
見
を
交
換
す

る
場
、
真
剣
な
対
話
を
通
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
場

に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
な
る
の
か
。

す
で
に
始
動
し
て
い
る
の
が
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
国
際
学
術
都
市
構
想
会
議
」
と
岡
山
市
の
呼
び

か
け
で
実
現
し
た
「
経
済
戦
略
懇
話
会
」。
国
際
学

術
都
市
構
想
会
議
は
岡
山
大
学
、
岡
山
県
、
岡
山
市
、

倉
敷
市
、
経
済
同
友
会
、
商
工
会
議
所
で
構
成
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

探
る
勉
強
会
を
開
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
に
つ

い
て
の
講
演
会
や
留
学
生
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
も
あ
る
。
ま
た
自
治
体
や
経
済
界

と
協
力
し
て
海
外
拠
点
を
共
同
利
用
し
て
い
く
計
画

も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
経
済
戦
略
懇
話
会
で
は
、

学
都
構
想
を
踏
ま
え
、
岡
山
市
、
商
工
会
議
所
と
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
す
る
。

も
う
一
つ
、
学
生
た
ち
が
学
び
、
市
民
と
対
話
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
場
と
な
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
」
づ
く
り
も
急
い
で
い
る
。
机
の
上
だ
け
で
な

く
、
実
生
活
を
通
じ
、
学
ぶ
と
い
う
形
で
教
育
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
と
絆

が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
に
は
専
任
教
員
３
人
を
置
く
ほ
か
、
学

内
の
教
員
パ
ワ
ー
を
ま
と
め
る
協
力
教
員
会
議
、
全

学
的
な
体
制
と
し
て
の
連
絡
協
議
会
を
設
け
る
。
互

い
に
協
力
し
合
い
、
機
動
的
に
活
動
し
た
い
。
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岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
A
G
O
R
A
）
が
開
所
し
た
11
月
15

日
、
学
内
で
は
記
念
式
典
や
キ
ッ
ク
オ

フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

　

旧
事
務
局
棟
前
で
看
板
を
除
幕
し
た

後
、
創
立
五
十
周
年
記
念
館
で
式
典
。

森
田
潔
学
長
が
「
A
G
O
R
A
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
達
成
は
容
易
で
は
な
い
が
、

達
成
の
暁
に
は
岡
山
大
学
と
岡
山
地
域

は
世
界
に
輝
く
魅
力
的
な
学
都
に
変
貌

す
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
岡
山
県
知
事
、
岡
山
、
倉
敷
市
長

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
化
庁
長
官

の
近
藤
誠
一
氏
が
「
日
本
の
未
来　

大

学
と
地
域
の
役
割
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
近
藤
氏
は
「
大
学
は
地
域
の
知
の

集
積
場
所
。
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
、
文
化
芸
術
や
美
術
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
、
地
域
の
人
々
が
魅

力
を
再
発
見
し
、
ま
ち
に
魅
力
が
増
し
、

若
い
人
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
好
循
環

を
生
む
最
初
の
力
を
大
学
は
与
え
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
「
地
域
が
変
わ
る
〜
大
学
と
地
域
の

創
造
的
連
携
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
岡
山
商
工
会
議

所
副
会
頭
の
古
市
大
蔵
氏
、
日
本
経
済

研
究
所
専
務
理
事
の
傍
士
銑
太
氏
、
直

島
福
武
美
術
館
財
団
副
理
事
長
の
福
武

純
子
氏
、
国
土
交
通
省
官
房
審
議
官
の

花
岡
洋
文
氏
が
意
見
交
換
。「
地
域
に

根
差
す
と
い
う
意
思
を
形
に
す
べ
き
」

「
地
域
の
人
た
ち
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」「
公
民
学
の

幅
広
い
形
で
の
連
携
が
学
都
創
成
に
つ

な
が
る
」「
大
学
が
元
気
な
所
は
ま
ち

も
元
気
。
岡
山
大
に
も
も
っ
と
ま
ち
に

関
与
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。

AGORA開所式
シンポで意見交換

いわぶち・やすし
熊本大大学院社会文化科学研究
科博士課程修了。仏・ボルドー
政治学院、米・カリフォルニア
大学バークレー校にて、まちづ
くりや参加民主主義を研究。福
岡市生まれ。

みむら・さとし
法政大大学院社会科学研究科修
士課程修了。労働金庫連合会、
金融財政事情研究会、商工会議
所年金教育センター、現代文化
研究所、愛知学泉大コミュニ
ティ政策学部教授などを歴任。
愛媛県生まれ。

― 

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
使
命
、
役
割
は
。

大
学
と
都
市
、
地
域
が
協
働
し
て
学
都
構
想
を
具

現
化
す
る
た
め
の
組
織
。
学
長
か
ら
学
生
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
地
域
と
協
力
し
て
魅
力
的
な
大

学
、
都
市
づ
く
り
を
し
た
い
。
欧
米
で
は
分
権
化
の

中
で
、
既
に
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
大
学
と

地
域
が
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
は
も
と
も
と
国
立
大

学
だ
が
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
元
の
自
治
体
か
ら

寄
付
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
治
体
が
大
学
の
運

営
全
般
に
関
わ
り
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
人
材
を
養

成
す
る
た
め
に
連
携
組
織
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。
財

政
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
レ
ベ
ル
で
も
協
力
し

合
い
、
成
果
を
生
ん
で
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
公

共
施
設
を
便
利
に
使
え
る
な
ど
、
利
点
が
あ
る
。
日

本
で
も
人
的
交
流
、
財
政
的
交
流
な
ど
生
活
全
般
で
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副センター長・教授
三村　　聡

助教
岩淵　　泰

……………………………… AGORAスタッフ紹介
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